＜社団法人・日本小児科医会「子どもとメディア」対策委員会の提言＞　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年２月）
１　２歳までのテレビ・ビデオの視聴は控えましょう。

２　授乳中、食事中のテレビ・ビデオの視聴は止めましょう。

３　すべてのメディアへ接触する総時間を制限することが重要です。１日２時間までを目安と考えます。テレビゲームは１日３０分までを目安と考えます。

４　子ども部屋にはテレビ・ビデオ、パーソナルコンピューターを置かないようにしましょう。

５　保護者と子どもでメディアを上手に利用するルールを作りましょう。
＜社団法人・日本小児科学会こどもの生活環境改善委員会の提言＞　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年４月）

１　２歳以下の子どもには、テレビ・ビデオを長時間見せないようにしましょう。内容や見方によらず、長時間視聴児は言語発達が遅れる可能性が高まります。

２　テレビはつけっぱなしにせず、見たら消しましょう。

３　乳幼児にテレビ・ビデオを一人で見せないようにしましょう。見せるときは親も一緒に歌ったり、子どもの問いかけに応えることが大切です。

４　授乳中や食事中はテレビをつけないようにしましょう。

５　乳幼児にもテレビの適切な使い方を身につけさせましょう。見おわったら消すこと。ビデオは続けて反復視聴しないこと。

６　子ども部屋にはテレビ・ビデオを置かないようにしましょう。
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